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日蘭両国の環境と技術に関してプレゼンテー
ション及びディスカッションをおこなう第4回日蘭
学生会議をオランダのグローニンゲン大学に
おいて開催した。

本事業を通して学んだこととして、互いの国で
進められている取組に国際情勢や国民性を反
映した異なる傾向があることを発見したことが
大きい。具体的には環境先進国と呼ばれるに
ふさわしいオランダとドイツの両国の企業や政
策に見られる環境対策への進取の気性と、一
方今回の会議で欧州側参加者にも絶賛された
日本の環境対策部門における改良技術などタ
イプの異なったアプローチ方法が見られたこと
が挙げられる。今後この分野における日本と他
の2国との間に置ける相互補完的な連携と開
発のあり方に、我々は新た可能性を見出した。
また、企業訪問先では、我々学生が環境問題
に取り組む姿勢に対して度々関心を持ってい
ただき非常に手厚いもてなしを受けた。環境分
野を専門にする人材の集りではない当団体が
このようにもてなされた理由として、現在の社
会が環境問題に熱心に取り組む若者を求めて
いるのではないかということが考えられる。環
境問題は一朝一夕に片のつくものではなく、長
期的なビジョンを展開し、人々から協力や理解
を仰ぐ必要がある。ゆえに、より多くの世界に
住まう若者たちが環境問題により積極的に知
ろうとする態度が必要であると強く感じた。我々
は母国日本の学生からこの見解を説き始めな
ければならない。
上述の見解をはじめとし、今回の事業で得られ
た経験や発見を、今後予定されている学内外
での討論、あるいは企業向けの発表を通じて
社会全体へ発信する。学生だけでなく社会人
の方など幅広い参加者を迎え、インタラクティ
ブな形式でおこなわれるこれら報告会を通じ
て、環境問題を考える上での新たな切り口、見
解が生み出されていくことが期待される。


